
水道事業体からオブザーバーが5名程度参加、講義視察に同行予定。

【討論】カントリーレポート発表

【討論】アクションプラン作成・発表

【講義・視察】日本の水道に関わる行政制度、事業体の中長期的事業計画策定時の留意点、水
道経営と水道料金、官民連携、水道資機材製造工場の見学、公衆衛生研究機関の役割、災害対
策

【講義・視察】浄水処理概論、配水施設の運転管理、漏水防止対策

【演習】水理計算、水需要予測、水道基本計画

※なお、本研修では、研修を通じた「知識共創（Knowledge Co-creation）」の実現を図るため
に、アクティブラーニングメソッドを導入予定です。
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【案件目標】
中長期的計画を踏まえた水の安全・安定供給に必要な水道システムの構築について学ぶ。具体
的には浄水処理と配水管網などの基本設計手法を学ぶ。更に、自らの水道事業体の運営上の課
題を明確化し、その解決に関するアクションプランを作成する。

【成果】
(1)水源・取水
給水計画、水源・取水に関する技術と知見を深める。
(2)浄水・水質
浄水処理・水質管理に関する技術と知見を深める。
(3)導送配水
漏水対策、給配水に関する技術と知見を深める。
(4)管理・経営
水道事業、管理行政に関する諸制度や関連団体の機能・役割について知見を深める。
(5)水道基本計画
配水管網ならびに浄水処理システムの基本計画の策定ができるようになる。

目標／成果

内　容

【対象組織】
水道事業体や中央／地方政府において水道
事業の計画や設計の権限を有する機関

【対象人材】
(1)水道事業体、国政府、地方政府におい
て水道建設計画の策定を担当する職員、若
しくは携わる見込みの者
(2)過去に水道に関する職歴が3年以上の技
術者
(3)工学系（土木、衛生、環境）大学卒業
者又はそれと同等の資格を持っている者

対象組織／人材

上水道施設技術総合
Comprehensive Engineering on Water Supply Systems
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対象国の条件：

副分野課題：

上水道システム計画に関与する中心的技術者を対象として、中・大規模水道事業者が、安全な水道水を安定的に供給するための施設設計・
施設維持管理について、総合的な技術に関する知見を高める。また、ここで得られた知見を活用し、自らの水道事業体が抱える課題を明確
化し、その解決に資するアクションプランを作成する。
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